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①技術の要約

マイクロ分光光度計における液柱検出技術の開発

微小光路に試料溶液の液柱を形成して光学的分析を行うマイクロ分光光度計において液柱形
成の検出が重要である。本発明は、微小な電気的信号を印加して試料溶液の性状に影響を与え
ることなく液柱の有無を迅速に検出する技術を開発した。

②発明の効果

微小光路を形成して光学的な分析を行うマイクロ分光光度計は、光源に接続された光ファイ

バーとCCDアレイ(受光部)に接続された光ファイバー間に1mm程度の液柱を作り、1μℓ程度のサン

プルの吸光度を測定し、蛍光色素標識蛋白や金属蛋白の定量を行う装置である。本技術は、電

気化学的な手法を用いて被検液の性状に影響を与えることなく液柱形成の有無を迅速に検出す

るもので、特に蛍光光度の測定など、励起光を照射するため外光を完全に遮断した測定環境が

必要となる測定系において、大きな効果を発揮する。
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微小信号で暗闇でも液柱の形成を確実に検知

• 外観からは非常にわかりにくい液柱の

形成を迅速に確認することができ、液中

の未形成による誤った定量結果を与え

ることがありません。

• 液滴検出用の専用光路など、測定系の

大きな改造や変更を行う必要がないた

め、既存のマイクロ分光光度計にも容易

に設置することができ、既存の装置への

導入が簡単に行えます。

蛍光色素標識蛋白や金属蛋白の定量

を必要とする遺伝子工学の分野

DNAやRNAの定量を必要とする生化学

や分子生物学の分野

本特許の技術概要図
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液柱検出装置の概略図 液柱検出装置の構成


